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　第50回通常総会は、2022年５月27日（金）流通会館で
開かれ、組合員57人（委任状出席含む）が出席。令和
３年度の事業報告、収支決算、令和４年度事業計画、
収支予算案などの提出議案は全て承認、可決された。
　冒頭のあいさつで、栗山理事長は組合もコロナに振り
回された１年であったが、組合員の㈱日医工山梨の
ご協力もあり、昨年から新型コロナワクチンを３回に
わたり接種することができた。組合員企業の皆様の
ご協力があったからこそ、無事に接種が終了し、日頃
提唱している安全安心で企業活動に専念できる街づくりを
実践することができた。
　しかし、一方では多くの事業は残念ながら中止となって
いる。本年は11月18日に組合創立50周年式典の実施を
予定しているが、無事開催できるよう願っているとした。
　令和３年度の事業としては、第１に新たな団地の再整備
として、組合所有の土地・建物をいかに有効活用できるか、
また外部からの企業誘致の可能性なども模索・検討して
いることが報告された。
　第２に収益力の強化と財務基盤の充実については、

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、会館利用収入は
減少したが、修繕等の経費削減、賃貸収入により、安定
したキャッシュフローが維持されたことが示された。
　第３に組合組織の活性化推進として、第４回総合防災
訓練や新型コロナウイルスワクチン職域接種等を実施し、
組合員間の連携を深めたことが報告された。
　第４に建築後44年が経過している組合諸施設は、
老朽化・故障に伴う修繕費用が増加している。今後も
ランニングコストを考慮したうえで改修工事を進めるとの
報告があった。
　令和４年度の事業計画は、令和３年度で実施した事業を
中心に、よりよい組合に発展するための施策を進める。
このため、団地再整備特別委員会にて①土地・建物有効
活用方法の調査・検討②アスベスト調査と対応策③災害に
関する取り組み強化と地域の連携確認を行う。また、
組合創立50周年記念式典が令和４年11月18日に予定されて
いるため、50周年記念事業特別委員会と業務委託会社で
式典の内容を検討し、実施に向けていくこととし、総会は
閉会した。

第50回通常総会が開かれる
　　令和3年度・4年度の提出議案すべて承認通常
総会
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　　　 雨宮隆浩、目黒ゆかり両氏が講演

　　　　「健康づくり」について研修

階段の上り下りから始めよう

　定例懇談会が2022年３月３日（木）に開かれ、組合員・
準組合員46人が参加した。最初の講師は当組合顧問社会保険
労務士 雨宮隆浩氏、次に三井住友海上経営サポートセンター 
経営リスクアドバイザー 目黒ゆかり氏に講師をお願いした。
　雨宮氏からは『令和４年以降の労働関係法等の改正につい
て』をテーマに、傷病手当金に関する内容や、在職中の年金
受給のあり方の見直し、社会保険の適用範囲拡大などについて、
数ある改正点をポイントごとに絞って説明をいただいた。
また働き方改革については、国が設置する働き方改革支援
センターが昭和町河西にあり、規定整備の相談を無料で行える
ため、ぜひ有効活用されたらどうかの提案をいただいた。
　目黒氏からは『企業にとってのSDGｓとは』について講演
いただいた。SDGｓとは「持続可能な開発目標」という意味を

持ち、2030年までに持続可能で多様性と包摂性のある社会を
実現するため、17の国際目標と169のターゲットを設定して
いることが示された。
　このような世界的な動きに対して、企業としてSDGｓに取り
組むことは「企業イメージの向上」「社会課題への対応」

「生存戦略」「新たな事業機会の創出」など企業にとっての
成長、持続可能な経営につながると目黒講師は強調された。
　SDGｓ経営の具体的なプロセスとして目黒氏は、社内体制を
整えるプロジェクトチームを作り、優先課題を特定して目標を
設定し、実践することが大切だと述べられた。また、どんなに
素晴らしい取り組みをしていたとしても外部に発信しないと
自社理念に共感する支援者が現れないため、積極的なアピールを
行うことが重要だと説明され、講演を終えた。

　北ブロック懇談会講師例会が2022年３月11日（金）に開かれ、
会員８人が参加した。講師は住友生命保険相互会社 山梨支社 
甲府英煌支部 支部長 青栁梢氏と所長 長田由美子氏で「未来
ガイド～人生100年時代～」をテーマに講演いただいた。
　日本国民の特定健診受診率は50.1%（平成27年時点）であり、
健診結果の多くは脳梗塞等の生活習慣病に大きくかかわる血中
脂質に所見ありと診断されることが多いといわれている。
また、心身ともに自立できなくなる主な原因として、男性は
心臓病、女性の場合は運動機能低下が挙げられた。
　健康に人生を過ごすために、男性は毎日9000歩、女性は
8500歩を歩くことなどの運動が必須とされているが、すぐには
実行に移すのは難しい。その場合は１日プラス10分の運動を
行うことにより、生活習慣病の発症リスクを3.6%低下させる

ことができる。階段の上り下りやコンビニまで歩くことなど
気づいたところから始めるよう呼びかけた。

働き方改革やＳＤＧｓへの取り組み学ぶ

北ブロック
懇 談 会

定　 例
懇談会
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組合として３回目、無事に終了

　新入社員研修が、2022年４月７日（木）、８日（金）の両日、
流通会館会議室で開かれ、団地内企業７社から15人が参加した。
　開講式で栗山理事長は「今まで学校という一つの閉鎖社会で
決められた人たちと生活をされてきたが、これからはいろいろな
方とお会いする場面が増えてくる。その中で、人生とは何か、
生きていくには、どうしたらいいのかを勉強する機会も出てくる。
この新入社員研修会を通じて、いろいろな方にお会いし、
さまざまな体験をし、それを糧に１回りも２回りも大きくなり、
各社に貢献いただきたい」と呼びかけた。
　講師は、 ㈱学宣の鬼塚啓介先生。受講生たちは身だしなみや
お辞儀の仕方等のビジネスマナーをはじめ、自身の行動開発
計画書を作成し、現状の課題から目標と行動指針の設定を行った。
　実践的な研修に、受講者からは「新入社員研修を他社の新入

社員と合同で行うことも非常に良い経験となった」「自身が今
足りない能力、逆に強みとなる能力の再認識ができてよかった」
等の声が聴かれ、有意義な研修となった。

　2030SDGｓワークショップが６月23日（木）に流通会館で
開かれ、団地内外企業の４社から12人が参加した。
　講師は組合員㈱アドヴォネクスト代表取締役社長で
2030SDGｓ公認ファシリテーターの井上雅博氏により行われた。
　冒頭、井上講師は、ＳＤＧｓの概略について説明。ＳＤＧｓを
具体的に体感するため「ＳＤＧｓカードゲーム」を使用して
講演は進められた。受講者たちは自身に課せられた目標を遂行
すべく、「お金」と「時間」を消費して「プロジェクト活動」を
実行したり、他の受講者と協力するなどしてゲームを進めて
いった。最終的には全員が目標を達成し、本ゲームで最初に
設定された「世界の状況パラメーター」は大きな偏りもなく

「完全達成」を成し遂げられた。
　受講者からは「新聞、ネットで知識としては理解している
つもりでも、実際カードゲームとして体感することにより、

深く理解することができた」「世界はつながっているという
言葉が心に残りました。自分が行動を起こすことで、世界の
状況が変わること。このことを気付けるきっかけとなりました」
などの声が上がり、各々のＳＤＧｓに対する気づきが得られる
ワークショップとなった。

　当組合の新型コロナワクチン３回目職域接種が、2022年３月
28日（月）から４月８日（金）、予備日として４月15日（金）の
計10日間、流通会館で実施された。
　３回目職域接種の対象者は、組合員・準組合員企業の従業員、
その家族と組合関係企業とし、最終的に合計2,237人に接種を
行なった。
　接種医療機関は１・２回目職域接種と同様に、組合員の
㈱日医工山梨と医療法人啓徹会昭和メディカルクリニックに
協力を要請し、ワクチン接種に関わる医師、看護師、スタッフの

人員を確保いただいた。
　毎日約240人のワク
チン接種であったが、
接種体制を十分に整えて
いただいたため、大きな
トラブルもなく、無事に
接種を終えた。

　　　 「1回り、2回りも成長を」を呼びかける

　　　 参加者、世界とのつながり実感

新入社員たちそろって研修

ゲーム通して「ＳＤＧｓ」を体験学習

合計2,237人がワクチン接種

栗　 山
理事長

ワ ー ク
ショップ

▲ ワクチン接種を受ける従業員

▲ ７社から15人が参加した新入社員研修会

▲ ゲームを通してＳＤＧｓを学習する参加者
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新　入　社　員　紹　介

氏 　 名 清宮　崇之 松野　楓太 三井　未羽 安達　直人 風間　良介
会 社 名 甲信食糧㈱ 甲信食糧㈱ 甲信食糧㈱ ㈱甲府情報システム ㈱甲府情報システム
趣 味 筋トレ 甘い物を食べる バレーボール アニメ視聴 ゲーム全般

旅行 スポーツ観戦 配信視聴
チャレンジして
み た い こ と 資格取得 資格取得 資格取得 1 人での旅行 体を引き締める、

体力をつける

氏 　 名 杉山　和己 胤森　瑠璃 渡邉　晴斗 前田　耕平 大柴　遼
会 社 名 ㈱甲府情報システム ㈱甲府情報システム ㈱甲府情報システム 国土防災技術㈱ ㈱システムインナカゴミ
趣 味 スポーツ観戦 読書 テニス ラーメン ツーリング映画鑑賞 運動 読書 ボードゲーム
チャレンジして
み た い こ と バンジージャンプ 得意料理を増やす 資格の取得 資格取得 大型二輪免許取得

氏 　 名 木下　紘大 青山　瑞季 長尾　彩美 島津　杏菜 清水　奈緒
会 社 名 ㈱システムインナカゴミ ㈱羽中田自動車工業 ㈱羽中田自動車工業 ㈱羽中田自動車工業 むろい㈱
趣 味 サイクリング 音楽を聴くこと 音楽を聴くこと スポーツ観戦 音楽を聴くこと

ドライブ カラオケ 運動すること 読書
チャレンジして
み た い こ と ひと月に１冊は本を読む 資格取得 お客様から選ばれる

仕事をすること 電話応対 習い事

氏 　 名 土屋　拓斗 廣田　航平
会 社 名 ㈱日医工山梨 ㈱日医工山梨
趣 味 テレビゲーム ピアノ陸上競技
チャレンジして
み た い こ と 日本一周 一人旅

７社 17人が仲間入り
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【会社概要】
【会社名】㈱勝沼運送
【代表者】増田敦
【T E L】055-274-7703
【F A X】055-274-7704

　今回は㈱勝沼運送を2022年６月30日に事務局（菅原）が
訪問。業務部長の辻一貴氏にインタビューをし、会社の事業
内容等をお聴きしました。

―会社の設立について教えてください―
　昭和41年10月31日に甲府市で設立いたしました。

―会社の社是について教えてください―
　㈱勝沼運送はセイノースーパーエクスプレス㈱の子会社で、
親会社に沿って『顧客第一主義』を第一に考えております。

―事業内容について教えてください―
　全国への貨物輸送と県内全域の運送業と倉庫業を行って
おります。

―運送を行う上で大切にされていることを教えてください―
　運送という部分に関する２つの安全第一を大切にしており
ます。１つは運転の安全第一、もう一つはお客様から預かる
商品の安全第一を大切にしています。

―自慢したい制度、働き方について教えてください―
　特にはないですが、ドライバ―が決まった時間に来て、
お客様に迷惑をかけないように動いておりますので、働き方に
関しては個々に任せている面があります。会社としては安全
第一の規律を守ったうえで、ドライバーとお客様同士で信頼
関係を築いていくような働き方をしてもらっています。

―先日社屋を建て替えられましたが、従業員の皆様の評判は
いかがですか？―
　従業員の希望を聞きながら建替えました。その思いが
かなってだいぶ働きやすくなり、環境も整いました。物の
高さであったり、事務所の位置であったり、スペースを区分け
したりと、職場の整理がしやすくなり、ドライバーのモチ
ベーションも上がったと聞いています。
　事務所にお客様が入ってくる場合もありますので、入り口に
向かい合うような形で机を配置することで、中で働いている
従業員にとっても働きやすくなりました。

―㈿山梨県流通センターにどのような魅力を感じて入居され
ましたか―
　まだ中部横断道がなかった時代に入居しましたが、昭和ICと
甲府南ICのちょうど中間地点に位置しているため、県内全域を
エリアとしている私共にとっては起点となる場所でした。
全国から荷物が集まり、全国へ荷物を運ぶため、高速道路は
不可欠であります。周りに住宅はないですし、南には山梨県
トラックターミナル協同組合もあるため、環境的にも十分
魅力を感じました。

―貴社の目標や取り組んでいきたいことを教えてください―
　地域・地場のお客様に応えられるような運送・手段を提供
したいと考えております。山梨のお客様を大事にすることで、
お客様からも大事にしてもらえるため、親会社からもその点を
重要視するよう言われております。
　競合他社がたくさんある中で、大事にしてくださる既存の
お客様がいらっしゃいますので、その期待に応えたいです。

―貴社がＳＤＧｓで取り組んでいることを教えてください―
　トラックの運送ではCO2の排出があるため、鉄道での輸送に
ついて注目をしなければならないと思います。鉄道輸送を
することで、CO2の削減になり、配送する荷物も多く運べる
ため、利点があります。専門用語で『通運』といいますが、
通運業務を重点としていきたいです。

―貴社の魅力を一言でお願いします―
　親会社のセイノースーパーエクスプレスと同様に、『総合
物流（荷物が翌日に届く）』が魅力です。

　インタビューを終えて辻業務部長の配送業務においての
安全やお客様との信頼関係についてのお話をお聴きすることが
できました。お忙しいところご協力いただきありがとうござい
ました。

組合員紹介　株式会社勝沼運送
全社挙げて「安全第一」に働く
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　先日、新聞のテレビ番組欄に「星野富弘」と言う名を
見かけた。記憶の底にわずかに残る名だが、人物像までは
思い浮かばなかった。他に見たい番組もなかったのでチャ
ンネルを合わせると、もう30年以上前の番組の再放送で
女優の樫山文枝のナレーションで星野富弘を紹介していた。
　あるいはご存じの方もいると思うが、改めて彼の略歴を
記す。彼は、1946年群馬県勢多郡東村(現みどり市)に生まれ、
1970年群馬大学を卒業後中学の体育教師となって、その
２か月後の6月、クラブ活動を指導中の事故で頚髄を損傷、
手足の自由を失った。約4年間の入院中、口に筆をくわえ
文字や絵を描き始め、1974年病室でキリスト教の洗礼を
受け、同年9月退院した。そして1981年、頭部しか動かせ
ない重度の傷害のまま結婚。
　ナレーションは40代となった彼のそれまでの生きざまと
日常を追っていた。体の自由を失って、自らの理不尽な
運命を受け入れることができず、もって行き場のない怒りと
悲しみのままに介護する母親に当たり散らしたこともあった
というが、母に食事も排泄も頼ることを思いつつ感謝の
気持ちを語っていた。結婚後は、高齢となった母の役割の
多くを妻昌子が負うこととなった。昌子もクリスチャン
だった。昌子は教会活動を通じて彼を知り、週１回病室を
見舞うことに始まり、その回数が徐々に増えて、やがて彼は
昌子が見舞いに来るのが楽しみになったという。そうした
交流を通じて2人は結婚を意識するようになったのだが、
当然ながら昌子の両親は強く反対した。多くの障害を乗り
越えて結婚したに違いないのだが、その時の２人の心の内は
私の想像を超えている。
　彼が昌子に贈った「結婚指輪」という詩がある。以下に
紹介する。

【　結婚指輪はいらないといった　／　朝　顔を洗うとき　
私の顔を傷つけないように　／　体を持ち上げるとき　私
が痛くないように　／　結婚指輪はいらないといった　　
／　今　レースのカーテンをつきぬけてくる　朝陽の中で　
／　私の許に来たあなたが　／　洗面器から冷たい水をす
くっている　その十本の指先から　／　金よりも銀よりも　
美しい雫が落ちている　】
　番組では、彼が絵を描くのを手助けする昌子の様子を
伝えていた。昌子は絵筆に水を含ませ、絵の具を混ぜて
色をつくり、白い紙に色を示して、色が良ければ彼はその
筆を口にくわえ、昌子は彼の目の動きに合わせて画架を
小刻みに動かして描き進めるのである。そうして描き上げた
多くの作品が、群馬県の富弘美術館に収められるようになり、
今は多くの人々の目に触れ感動を誘っている。作品の多くは
花の絵である。
　番組を通し、この夫婦の日々を知り、昌子の彼に対する
想いの深さを感じ、何故その道を選んだのか、そのひたむき
な姿に言いようのない心の震えを感じた。また、彼の命の
エネルギーは何から生まれ、挫けることのない彼の生き
ざまの原点はどこにあるのか。凡人たる私の遠く思い及ぶ
ところではないのかも知れないが。
� （M）

かいがね

　◆４月　　　　
	 １～８日　コロナウイルスワクチン3回目職域接種
	 ５日　　　正副理事長会議
	 ７～８日　新入社員研修会
	 12日　　　リサイクル・一斉清掃
	 15日　　　北ブロック懇談会
	 15日　　　�コロナウイルスワクチン３回目職域接種

予備日
	 19日　　　青年部ＬｏＭＡの会
	 20日　　　50周年記念事業特別委員会記念史部会
	 22日　　　研修・厚生委員会
	 22日　　　南ブロック懇談会
　◆５月
	 10日　　　正副理事長会議
	 11日　　　組合会計監査
	 13日　　　理事会
	 16日　　　リサイクル・一斉清掃
	 17日　　　青年部ＬｏＭＡの会
	 21日　　　北ブロック懇談会
	 27日　　　組合通常総会
　◆６月
	 ７日　　　正副理事長会議
	 13日　　　リサイクル・一斉清掃
	 15日　　　北ブロック懇談会
	 17日　　　50周年記念事業特別委員会
	 17日　　　理事会
	 18～19日　フォークリフト運転技能講習
	 22日　　　団地再整備特別委員会
	 23日　　　ＳＤＧｓワークショップ
	 24日　　　東ブロック懇談会
	 25～26日　フォークリフト運転技能講習
	 29日　　　青年部ＬｏＭＡの会
　◆７月
	 ５日　　　正副理事長会議
	 ６日　　　南ブロック懇談会
	 ７日　　　廃蛍光管収集処分
	 12日　　　リサイクル・一斉清掃
	 12日　　　社会保険法改正セミナー
	 26日　　　インボイスセミナー

「事務局日誌」　〜４、５、６、７月の主な会議等〜

組合員の代表者変更
組合員名 変更前 変更後

リコージャパン㈱
山梨支社 支社長　鈴木　淳 支社長　田中弘輝

むろい㈱ 社長　室井聡一郎 社長　室井泰紀

㈱サン宝石 社長　渡辺　洋 社長　鈴木伸也

準組合員の社名・代表者変更
準組合員名 変更前 変更後

㈱ミツウロコ
ヴェッセル山梨

㈱山梨ミツウロコ
� 社長　芝崎佳秀

㈱ミツウロコ
ヴェッセル山梨
� 社長　田井海舟

組合員の加入・脱退
組合員名 加入・脱退の別 住　所

鈴木不動産㈱ 加入 中央市山之神
流通団地１-７-２

㈲伏見 脱退 中央市山之神
流通団地２-７-２

準組合員の脱退
準組合員名 加入・脱退の別 住　所

㈱アートウィズ 脱退 中央市山之神
流通団地３-３-４


